
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●地域社会・取引先が求めるＳＤＧｓ対応の把握

●活動のPDCAサイクルの構築

●経営層によるSDGsの推進度合いの評価を実施

【具体的な取組】

経営層が自社のSDGsに関する活動の重要性について認識し、経営の一環として積極的に推進いたします。

SDGs経営の推進

●ノー残業デー・有給取得推進日の設置

●ＩＴ化・デジタル化による超過労働時間の削減

●労働に関する社内方針・規程の見直し

【具体的な取組】

過重労働、長時間労働、サービス残業に関して、PDCAを回しながら適切な労働時間管理を推進します。

労働時間の是正

●医療用・防犯・車載カメラ等、社会課題解決に資する製品の品質向上

●製品製造・使用時に想定されるリスクの把握

●品質向上に向けた、顧客対応窓口の設置

●顧客の声の社内共有に向けた体制構築、研修実施

【具体的な取組】

社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開し、更に品質管理・安全性の向上に向け取り組みます。

社会課題解決サービス・製品の開発

●工程改善等ロス削減による省エネ推進

●リサイクル材使用の推進（紙、プラスチック、金属等；包装材など）

●照明のこまめな消灯や待機電力の節約

●ペーパーレス化の推進

【具体的な取組】

CO2排出抑制のため、さらなる省エネ・節電・サイクル等の活動に努めます。

省エネ・節電・ゴミ廃棄物削減
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弊社は、「人と機械の技術の融合」の理念のもと、社会インフラ・医療業界の発展に資する電子

部品を製造しています。複雑多様化する社会課題に対し、ＳＤＧｓ経営への取組みを通し、

持続可能な社会の実現に向け取り組んでまいります。
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